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１ 計画の趣旨                     
 

近年のデジタル技術の発展は、私たちの社会生活に大きな変化をもたらして

きました。特にスマートフォンの普及は通信環境の高速化や多様かつ大量の情

報発信や取得を可能にするなど、私たちの日常生活に欠かせない社会インフラ

となっています。 

しかし我が国では少子高齢化や人口減少が進展し、労働生産力の減少に加え

経済規模の縮小といった課題が顕著になってきており、この流れは今後も加速

することが懸念されています。 

こうした中で、生活のさまざまな場面でネットワークに接続しデジタル機器

を利用する暮らしが日常となり、アナログのサービスからデジタルを前提とす

るサービスへと変わりつつあります。また、コロナ禍で求められた「新しい生

活様式」も徐々に浸透し、テレワークやオンライン会議等は今では身近なもの

になり、デジタル技術の活用は、実証から実装の段階へと着実に移行しつつあ

ります。 

これらの社会の変化は、個人はもちろんのこと行政も含めたあらゆる業種に

おいて、従来の活動を見直す契機となっております。特に自治体にとっては行

財政改革等による様々な制約がある中、市民の複雑化・多様化する行政ニーズ

に対応しつつ、持続可能な行政サービスの提供が求められており、これまで以

上に地元資源の活用と地域特性を生かした効率的で効果的な行政運営が求め

られています。 

こうした背景を踏まえ、本市では、将来にわたって持続可能なまちづくりを

進めるため、デジタル技術を活用した新しいサービスを通して、市民生活をよ

り良いものへと変革し、市民・企業・行政が一様にデジタル化の恩恵を享受で

きるようにするための指針として「尾花沢市ＤＸ推進計画」を策定します。 
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２ 位置づけと計画期間                   
 

（１）位置づけ  

この計画は、本市の最上位計画である「第 7次尾花沢市総合振興計画」（以

下、「総合計画」という）と「尾花沢市行財政改革プラン」の推進をＤＸの側

面から補完するものです。 

また、国における「デジタル田園都市国家構想総合戦略（令和 4年 12月）」、

「自治体ＤＸ推進計画（令和 4年 9月）改正」や山形県における「Yamagata

幸せデジタル化構想（令和 3年 3月）」の内容を踏まえたものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画期間  

この計画期間は、令和５年４月から令和８年３月までの３年間とします。 

各事業の推進にあたっては、国が進める施策との整合性を図るため、総務

省における「自治体ＤＸ推進計画」の対象期間と本市総合計画（前期計画） 

第７次尾花沢市総合振興計画 

尾花沢市行財政改革プラン 

尾花沢市 DX推進計画 

デジタル田園都市国家構想総合戦略

構想総合戦略 自治体ＤＸ推進計画 

Yamagata 幸せデジタル化構想 
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の計画期間である令和７年度までとします。 

 
３ 推進体制                        

 

本市のＤＸは、行政はもちろんのこと、市民、地域、企業、関係機関がそ

れぞれの立場において主体的に取り組むことを前提に、有機的に連携を図り

ながら推進していきます。 

特に、行政においては市全体のＤＸを先導する立場にあることから、社会

潮流を注視しながら必要に応じてプロジェクト等を組織し、ＤＸを推進して

いきます。また、デジタル技術等の専門的な知識を持った外部人材（スマー

ト自治体推進アドバイザー等）から助言をいただきながら、推進体制を強化

していきます。 

なお、進捗管理にあっては、ＰＤＣＡサイクルにより、施策の検証を行い

ながら、実効性を高めていくことにします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

プロジェクト

関係課 関係課 関係課

外部人材

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

基本構想

基本計画

実施計画

行財政改革プラン

DX推進計画

計画名

総合

計画

１０年間

前期５年間 後期５年間

３年間

５年間

３年間 ５年間

 

P D

CA

Ｐ：計画策定 

Ｄ：計画実行 

Ｃ：結果評価 

Ａ：改善 
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４ ＤＸ推進の基本方針                 
 

本計画は、総合計画で掲げたまちの将来像“このまちで ともに 生きる し

あわせな時を刻むまち 尾花沢”の実現を、デジタル技術の活用によって強力

に推進するための指針です。 

デジタル技術は行政はじめ、市民の日常生活から働き方まで、社会のあらゆ

る場面において活用が期待されます。本計画においては、単純な省力化や自動

化を目指すデジタル化ではなく、デジタル技術の活用により既成の生活様式や

働き方を見直し、新たな価値を創出する市全体の変革を目指し、「庁内ＤＸ」、

「安全ＤＸ」、「暮らしやすさＤＸ」、「人、働き方ＤＸ」の４つの視点から、「新

しい時代の尾花沢らしい暮らしの確立」を目指します。 

 
 

 

５ 国、県の動向                    
 

（１）国の動向  

令和２年１２月２５日に総務省が策定した「自治体ＤＸ推進計画」では、自

治体が重点的に取り組むべき事項が以下のとおり示されました。 

 

〇住み慣れた地域に住み続ける

〇多様な働き方の実現、生産効率UP

〇老若男女誰もが暮らしやすい環境整備

〇新しい時代を牽引するこどもの育成

〇災害対策体制の強化、克雪対策

〇快適な生活基盤の整備

〇庁内業務の省力化、効率化

〇ワークライフバランスの実現

人・働き方DX

暮らしやすさDX

安全DX

庁内DX

視点 目標

新しい時代の尾花沢らしい暮らしを確立 
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①行政手続きのオンライン化、マイナンバーカードの普及促進 

マイナンバーカードを用いた行政手続きのオンライン化を推進するとと

もに、ほとんどの国民がマイナンバーカードを保有している状況を目指すこ

ととしています。 

 

②情報システムの標準化とＡＩ、ＲＰＡの利用促進による業務効率化、情報セキュリ

ティの強化 

情報システムの標準化や共通化、ＡＩやＲＰＡの導入による自治体の業 

務効率化を推進するとともに、テレワーク環境の整備を進めるために、情報

セキュリティの強化も求めています。 

 

③デジタル原則に基づく規制の点検・見直し、ＢＰＲの取組みの徹底 

デジタル改革と並行して、書面、対面といったアナログ的な手続き規制と

業務プロセスを見直し、業務改革に取り組むこととしています。 

 

④オープンデータの推進・官民データ活用の推進 

市民、地域、企業がデータを共有できる環境をつくり、新たな価値や文化

の創造ができるように求めています。 

 

⑤デジタル人材の育成、デジタルデバイド対策 

地方におけるデジタル人材の育成・確保を推進することとしています。ま

た、デジタル技術の活用スキルが十分でない高齢者等に対するデジタル活用

の支援をしていくこととしています。 

 

（２） 県の動向  

山形県では、「Ｙａｍａｇａｔａ幸せデジタル化構想」（令和３年３月策定）

の中で、市町村のデジタル化について以下の方針が示されています。 

 

①山形県と市町村の連携 
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行政手続き、子育て、福祉、介護、地域振興、防災など、県と市町村の連

携がこれまで以上に求められることから、情報交換、意見交換をより一層推

進し、迅速かつ柔軟に連携するとしています。 

 

②教育・研究のデジタル化 

デジタル技術による教育環境を整備し、場所にとらわれない、すべての子

ども一人ひとりに最もふさわしい創造性を育む新たな学びを実現する。また、

未来のデジタル人材を育成する学びの場を積極的に創出するとしています。 

 

６ 市の現状と課題                  
  

本市では、デジタル技術を活用した行政サービスの提供や事務の効率化に取

り組む「スマート自治体」の推進を目指すことにより、行政の円滑な運営を図

るため、令和２年にスマート自治体推進プロジェクトを発足させ、ＤＸを強力

に推進するための体制を整備しました。 

また、小中学校におけるＧＩＧＡスクール構想の整備、除雪車の位置情報シ

ステムの導入、ドローンによる農作業の効率化など、各分野において、デジタ

ル技術を活用した地域課題の解決を進めてきました。 

しかし、少子高齢化や人口減少に伴う地域課題には、分野を横断した対応が

必要なものも数多く存在します。令和４年度のスマート自治体推進プロジェク

トでは、本市の現状と課題の洗い出しを行い、課題解決を図るための施策を検

討しました。 

本市における現状と課題は以下のとおりです。 

 

（１）人、働き方ＤＸ  

【 現 状 】 

〇担い手不足による産業の衰退や若年層の流出抑制のため、じもと高等学 

校のＡＩ部設立に参画し、産学官が連携して、若年層のデジタル人材の育

成をはじめています。 
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〇民間企業からスマート自治体推進アドバイザーを招聘し、高齢者を対象 

としたスマホ教室を開催することでデジタルデバイド対策を進めるとと

もに、職員向けのデジタル講座を開催し、市のＤＸを推進する人材の育成

を進めています。 

〇少子高齢化やコロナ禍により地区民の交流機会が減少する一方で、地区 

役員の負担は増加しており、地域コミュニティの維持が危ぶまれています。 

〇プレミアム商品券に加え、独自のサービス加算やポイントカードを運用 

することにより、商店街の活性化を図っています。 

〇農業をはじめ、製造業やサービス業においても担い手不足が深刻化し、地

場産業の衰退が懸念されています。 
 

【 課 題 】 

〇若年層の地元定着と新たな地域産業づくりのため、若年層のデジタル人 

材の育成が不可欠です。 

〇誰もがデジタル化の恩恵を享受できるよう高齢者等のデジタルデバイド

対策の強化が必要です。 

〇市全体のＤＸを推進するため、市職員がデジタル技術やＤＸに対する理 

解を深める必要があります。 

〇地域コミュニティの担い手を確保するとともに、地区民が集える交流や 

娯楽の場を創出することにより互いが顔を合わせる機会を増やすなど、持

続可能な地域社会の形成が求められています。 

〇デジタル技術を活用した消費者の購買意欲を喚起するポイント事業や販

路拡大による中心商店街の更なる活性化が必要です。 

〇ＡＩロボットの活用による作業代替や行程管理の自動化等により、担い 

手不足を解消するとともに、働き手の負担軽減とワークライフバランスの

実現が必要です。 

 

（２）暮らしやすさＤＸ  

【 現 状 】 
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〇高齢者等に対して、「高齢者おもいやりタクシー券」や「おばくる（生活

交通タクシー補助）」などにより移動手段の確保を図っています。 

〇電子カルテの導入や特別養護老人ホーム とのオンライン診療、入院患者

と家族のオンライン面会など、医療現場の効率化や施設利用者等の利便性

向上に取り組んでいます。 

〇保育園では、子どもの登園情報や成長記録などを保護者と共有する方法 

がなく、園からの様々なお知らせも紙媒体により行っています。 

〇ＧＩＧＡスクール構想に基づき、学校の通信環境と１人１台端末を整備 

するとともに、児童生徒情報の一元管理が可能な校務支援システムを導入

し、教育環境の整備を進めています。 

〇子どもの発育成長や子育てに関する不安解消のため、オンライン健康相 

談が受けられる環境を整備しています。 

〇市民の健康づくり活動への参加を促すため、「生涯元気づくりポイント」

事業を実施しています。 
 

【 課 題 】 

〇高齢化が進む中、需要に応じた利便性の高い移動手段を確保することが 

急務となっています。 

〇オンライン診療の拡充等により、誰もがどこにいても質の高い医療を享 

受できる体制構築が必要です。 

〇園児の見守り等など、園と保護者の情報共有による安全安心な保育環境 

が望まれています。 

〇次代を牽引する力を育む教育の展開に併せて、児童生徒に寄り添う教育 

環境が求められています。 

〇生涯元気に暮らし続けられるよう、市民全員が積極的に健康づくりに取 

組むことが必要です。 

〇保護者が手軽に子育て情報の取得や発育状況の管理ができる環境が求め

られています。 

 

（３）安全ＤＸ  



- 9 - 

 

【 現 状 】 

〇災害時、防災行政無線や戸別受信機の放送だけでは、高齢者や耳の不自 

由な方には情報が届きにくい状況にあります。 

〇豪雨災害時における現場確認は危険が伴うことから、迅速な確認が困難 

な状況です。 

〇道路工事箇所や通行止め箇所、危険家屋の所在など、市民が安心して暮ら

すための生活インフラ情報の提供が不足しています。 

〇ＧＰＳを活用した除雪車の運行情報の見える化により、除排雪体制の効率

化に努めています。 
 

【 課 題 】 

〇誰でも、どこにいても正確な災害情報が受け取れるような情報提供体制の

整備が不可欠です。 

〇災害時はもちろん、河川や道路、流雪溝など生活インフラの状態を、安全

に監視できる体制を構築する必要があります。 

〇ライフラインをはじめとする生活インフラ情報を、リアルタイムで市民に

伝えられる仕組みが求められています。 

〇道路・河川のほか流雪溝などの公共土木施設の監視体制の強化や除雪車の

効率的な管理による除排雪体制の強化が不可欠です。 

 

（４）庁内ＤＸ  

【 現 状 】 

〇マイナンバーカード普及促進のため、土・日曜日のコロナワクチン接種会

場や平日夜間の窓口延長、さらには郵便局と連携するなど申請受付体制を

強化しています。 

〇庁内での単純な入力作業や同一作業を洗い出し、ＡＩやＲＰＡの活用がで

きないか検討しています。 

〇窓口手続きの簡素化や効率化を図るための押印の見直し、各種証明書のコ

ンビニ交付やキャッシュレス決済を導入するとともに、行政手続きのオン
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ライン化を見据え必要な取組みを検討しています。 

〇市民や企業が必要な情報を迅速に入手、利活用できるよう、市ホームペー

ジのリニューアルやＳＮＳの利用など情報発信方法の見直し、公開情報の

拡充を検討しています。 
 

【 課 題 】 

〇今後のデジタル社会の進展に備え、マイナンバーカードの更なる普及促 

進と窓口手続きの簡素化による利便性の向上が必要です。 

〇限られた職員で市民ニーズに応えていくため、ＡＩやＲＰＡを活用した庁

内の更なる業務効率化が求められています。 

〇行政手続きのオンライン化など、場所や時間にとらわれない行政サービス

の提供が必要です。 

〇誰もが容易に行政情報が得られ、それを利活用できる環境整備が必要です。 

 

 

７ 推進施策                      
 

スマート自治体推進プロジェクトでは、市の現状と課題を踏まえつつ、デジ

タル技術を活用した市民サービスの向上と行政事務の効率化に向けた今後の

取組みを検討しています。 

総合計画に掲げるまちの将来像「このまちで ともに 生きる しあわせな

時を刻むまち 尾花沢」を実現するため、官民連携の推進やデジタル技術を活

用した行政手続きの簡素化はもちろんのこと、本市の実状に即した新たなま

ちづくり施策を進めていきます。 

  また、新たなデジタル技術の動向を注視しながら市役所自体のデジタル化

を更に推進することとし、地域社会においては民間事業者との協働による先

端技術の導入などにより質の高い市民サービスが提供できるよう「新しい時

代の尾花沢らしい暮らしの確立」を目指し、次のとおり取組んでいきます。 
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（１）人、働き方ＤＸ  
 

【 施策の方向性 】 

デジタル社会に求められる人材の育成と多様化する働き方に対応した環境

づくりに努めます。また、市民の交流機会を創出する仕組みづくりを進め、地

域コミュニティの維持を目指します。さらに、農業や工業、商業におけるデジ

タル化を支援し、産業の活性化を目指します。 
 

〇尾花沢に住み続けながら最先端の仕事ができる「ＩＴエンジニア」の育成

やＡＩ部への参画など、若年層のデジタル人材育成を行うことにより、若

年層の流出抑制と新たな地域産業づくりをします。 

〇子どもからお年寄りまで、皆がデジタル化の恩恵を享受できるように、デ

ジタルデバイド対策を進めます。 

〇デジタル講座の開催やワークショップ等の実施により、市職員のＤＸに対

する理解を深め、市のＤＸを推進できるデジタル人材を育成します。 

〇テレワークやワーケーションなどの多様な働き方が可能な環境を整備し

ながら、産業分野におけるデジタル化を推進することで生産性を向上し、

担い手不足の解消を目指します。 

〇ＡＩ等のデジタル技術を活用し、新規就農者と農地のマッチングを図り、

スマホやタブレットにより、効率的な営農が可能な環境を整備します。 

〇地域交流拠点となる地区公民館と本庁をオンラインで結ぶことにより、各

分野での地区民の利便性を向上させるとともに、デジタル端末を活用した

交流機会を提供していきます。 

 

（２）暮らしやすさＤＸ  

【 施策の方向性 】 

市民の移動手段の確保や医療体制の強化、健康づくりの機会創出に努めます。

また、ＩＣＴを活用し、安心して子どもを産み育てることができる環境の整備
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を目指します。 
 

〇高齢化の進行を見据えた利便性の高い移動手段を確保するため、マイナ 

ンバーカードを活用しながら、地域公共交通の再編に取り組みます。 

〇オンライン面会環境の整備や医療ＭａａＳ等の導入検討を行い、医療体制

の強化と患者さんの利便性向上を進めていきます。 

〇子供の登園情報や保育園での様子などをリアルタイムで保護者と共有で

きるように、デジタル技術を活用したより安全な子育て環境を整備します。 

〇学校運営に割く時間の軽減を図り、生徒と向き合う時間を十分確保するこ

とで、より質の高い教育を提供できる環境を整備します。 

〇母子手帳アプリを導入し、保護者が子どもの健康発達記録や予防接種履歴

を手軽に管理できるようにします。 

〇健康管理アプリやＳＮＳ等を活用して健康づくりに関する情報を発信し、

市民が健康増進に取り組む機会を拡大します。 

 

（３）安全ＤＸ  
 

【 施策の方向性 】 

インフラ施設の管理効率化を進めるとともに、災害対策や克雪対策にデジタ

ル技術を取り入れ、より強靭な体制づくりを行い、安心して暮らせる快適な生

活環境の提供を目指します。 
 

〇災害発生時に防災行政無線や戸別受信機だけでなく、スマホなどの情報 

端末を介して迅速に情報提供できる方法を確立します。 

〇統合型ＧＩＳの研究を進め、道路や上下水道、危険家屋、地籍情報などを

一元管理し、日々の生活に必要な生活インフラ情報を迅速に提供できる体

制を整えます。 

〇道路のライブカメラや河川監視カメラ、水位観測システム等のデジタル技

術の活用により、道路や河川管理の省力化と安全化を進めます。 
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〇流雪溝水位観測カメラの導入等、克雪施設の管理効率化を図るとともに、

除雪車のＧＰＳ管理をして克雪体制を強化します。 

 

（４）庁内ＤＸ  
 

【 施策の方向性 】 

行政手続きの在り方を再考し、よりきめ細かで利便性に優れた市民サービス

の提供とワークライフバランスの実現を目指します。 

 

〇あらゆる機会を捉え、マイナンバーカードの更なる普及促進に努めます。 

〇ＡＩ-ＯＣＲやＲＰＡの活用等で作業を自動化することにより、庁内業務

の省力化と効率化を図ります。 

〇市役所における窓口手続きのオンライン化を図り、誰にとってもわかりや

すく簡単な窓口を確立し、利便性の高い行政サービスの提供を目指します。 

〇市公式ホームページやＳＮＳなどを活用した効果的な情報発信方法を検

討するとともに、保有する情報資産の安全管理を徹底しながら、官民協働

での課題解決や経済の活性化を図るためオープンデータの取組みを推進

します。 
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８ 用語の解説                  
  

用 語 解  説 

ＤＸ デジタルトランスフォーメーション（digital transformation）とは ICT（情

報通信技術）の浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる

こと。「trans」を「Ｘ」と略し、一般的に「ＤＸ」と表記される。 

スマート自治体 ＡＩやＲＰＡのようなソフトウェアロボットなどの技術を駆使して、定期的

な業務を自動化したり、共通基盤を用いて効率的にサービスを提供したりす

ることを可能とした自治体のあり方を指す。 

ＡＩ Artificial Intelligence の略で人工知能のこと。 

ＲＰＡ Robotic Process Automation の略でソフトウェア型ロボットがシステム等

の処理を行い、簡易的な事務を自動化すること。 

ＢＰＲ Business Process Reengineering の略で、業務本来の目的に向かって既存

の組織や制度を抜本的に見直し、プロセスの視点で、職務、業務フロー、管

理機構、情報システムをデザインしなおすこと。 

オープンデータ 国、地方公共団体及び事業者が保有する官民データのうち、国民誰もがイン

ターネットを通じて容易に利用できるよう公開されたデータ。 

デジタルデバイド 地理的な制約、年齢、身体的な条件などの要因に基づく情報格差のこと。 

ＧＩＧＡスクー

ル構想 

小中高等学校などの教育現場で児童生徒各自がパソコンやタブレットとい

った ICT 端末を活用できるようにする取組み。 

GIGA：Global and Innovation Gateway for All の略 

ＡＩ-ＯＣＲ 従来の OCR 技術に AI 技術を活用し、自らが学習することで文字の認識率を

高めた文字認識技術。 AI：Artificial 1ntelligence の略 

OCR:Optical Character Reader の略 

ＧＩＳ Geographic Information System の略。位置情報を持つ空間データを管理加

工し、高度な分析や迅速な判断を可能にする技術 

ＧＰＳ Global Positioning System の略。人工衛星から発せられた電波を受信し、

現在位置を特定するもの。 

ＩＣＴ Information and Communication Technology の略。デジタル化された情報

の通信技術であり、インターネットなどを経由して人と人をつなぐ役割をは

たすもの 

ＭａａＳ 一人一人の移動ニーズに対応して、複数の公共交通機関やそれ以外の移動サ

ービスを最適に組み合わせて検索、予約、決済等を一括して行うサービス 

ＩＴエンジニア 情報技術の専門的な知識・スキルを持った人 

 


